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現
行
価
格
の
維
持
を
根
室
管
内
酪
農
民
要
請
集
会

醜
■

#P、 ！ 

旬

『~．

宙一一一

根
室
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
と
根
室
の
酪

農
を
守
る
会
が
主
催
す
る
、
根
室
管
内
酪
農

民
要
請
集
会
が
三
月
四
曰
、
別
海
町
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
別
海
で
管
内
の
酪
農
民
・
酪

農
関
係
者
、
五
百
人
以
上
が
出
席
し
開
催
さ

れ
ま
し
だ
。

開
会
に
あ
た
り
、
地
区
酪
対
の
丹
羽
忠
文
会
長

（
Ｊ
Ａ
別
海
組
合
長
）
が
「
生
産
者
の
経
営
安
定
、

生
産
意
欲
の
喚
起
、
新
た
な
制
度
へ
の
適
正
か
つ

円
滑
な
移
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
力
な
運
動
を
展

開
し
、
生
産
者
が
将
来
を
展
望
で
き
、
安
心
し
て

生
産
に
取
り
組
め
る
よ
う
強
く
要
求
す
る
」
と
あ

い
さ
つ
。

続
い
て
、
地
区
酪
対
副
会
長
の
纐
纈
成
喜
（
Ｊ
Ａ

計
根
別
組
合
長
）
が
、 、

新
た

'２ 
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閉会のあいさつに立つ高揺組合長

！*」 '両へ

北村代議士の激励あいさつ

西原氏

Ｉ 

侭１

横田氏

成
十
二
年
度
政
策
・
価
格
に
関
す
る
要
請
を
霞
ヶ

津
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
要
請
に
立
ち
ま
し
た
。

津
）
、
青
年
部
を
代
表
し
て
西
原
氏
（
Ｊ
Ａ
中
春

関
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

氏
が
「
新
た
な
酪
農
畜
産
基
本
政
策
の
確
立
と
平

価
格
の
維
持
を
全
力
を
上
げ
て
守
っ
て
行
き
た
い
」

別
）
、
女
性
部
を
代
表
し
て
横
田
氏
（
Ｊ
Ａ
中
標

で
要
請
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

と
述
べ
ま
し
た
。

二
、
平
成
十
二
年
度
酪
農
畜
産
政
策
・
価
格
に
つ

一
、
酪
農
畜
産
基
本
政
策
の
確
立
に
つ
い
て

②
酪
農
・
畜
産
生
産
振
興
・
経
営
安
定
対
策
に

①
酪
農
畜
産
政
策
価
格
に
つ
い
て

④
畜
産
環
境
対
策
に
つ
い
て

③
新
た
な
乳
製
品
。
加
エ
原
料
乳
に
係
る
制
度

②
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
対
策
に
つ
い
て

①
新
た
な
酪
農
・
乳
業
対
策
大
綱
の
具
体
化
に

最
後
に
、
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部
副
会
長
の
山
田
昇

ま
た
、
生
産
者
を
代
表
し
て
大
沼
氏
（
Ｊ
Ａ
標

こ
れ
に
対
し
て
、
北
村
直
人
代
議
士
は
「
現
行

要
請
し
ま
し
た
。

改
革
に
つ
い
て

い
て

つ
い
て

つ
い
て

３ 



中標津町農協綜合合遅化でん粉工場を語る集い
勾再

P二一､が弓

塾fｉｌｌ
一二凶一一

し空撮によるでん粉エ場全景

よく
⑩ 

1F口

い
が
生
産
者
、
関
係
者
五
十
二
人
の
出
席

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

高
橋
組
合
長
の
挨
拶
で
、
「
で
ん
粉
事

業
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
冷
害
年
や
で
ん

粉
エ
場
運
営
上
困
難
な
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
で
ん
粉
エ
場
再
編
事
業
に
よ
り
、
本

農
協
綜
合
合
理
化
で
ん
粉
エ
場
を
語
る
集

二
月
十
九
日
午
後
一
時
か
ら

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

年
三
月
一
一
一
十
一
日
を
も
っ
て
合
理
化
で
ん

粉
エ
場
を
廃
業
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
生
産
者
の
ご
協
力
に
は
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
で
ん
原
馬
鈴
し
ょ
は
、
中
斜

里
で
ん
粉
エ
場
へ
搬
出
い
た
し
ま
す
が
、

生
産
者
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
欲

し
い
」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
出
町
長
、
神
山
ホ
ク
レ

ン
支
所
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

安
達
馬
鈴
し
ょ
振
興
会
会
長
の
乾
杯
で
、

祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。
各
々
思
い
の
語
ら

い
の
中
で
、
今
年
の
で
ん
原
出
荷
の
事
、

出
荷
体
制
な
ど
の
課
題
に
向
け
た
話
し
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
中
司
副
組
合
長
の
音
頭
で
、

皆
が
団
結
し
て
新
し
い
船
出
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
万
才
三
唱
し
終
了
し
ま
し
た
。

ト
ー
ヨ
ー

中
標
津
町

４ 



iＩ 

く
昭
和
二
＋
年
代
後
半
の
頃
の
馬
鈴
し
ょ

畑
に
薬
剤
散
布
作
業

蕊
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昭
和
四
十
年
代
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
芋
永
さ
機
が
出
現
す

る
ま
で
こ
の
方
法
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可
昭
和
一
一
一
十
年
頃
、
畜
力
（
馬
）
に
よ
る
畑
耕
し
作
業

戸ｈ

大
正
八
年
、
高
瀬
清
次
郎
氏
が
発
起
人

と
な
り
、
武
佐
に
共
同
で
ん
粉
エ
場
が
本

町
に
初
め
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

馬
鈴
し
ょ
耕
作
も
増
え
て
、
昭
和
十
二
年

に
は
、
武
佐
地
区
で
（
個
人
エ
場
の
み
）

一
一
十
四
エ
場
に
も
増
加
し
ま
し
た
。

昭
和
一
一
一
十
年
に
は
馬
鈴
し
ょ
耕
作
面
積

千
三
百
諺
ま
で
に
増
加
し
、
個
人
エ
場
で

は
対
応
が
困
難
と
な
り
、
昭
和
二
十
四
年

に
は
、
農
協
に
一
元
化
し
た
合
理
化
で
ん

粉
エ
場
（
処
理
能
力
十
一
一
万
俵
）
が
建
設

（
現
役
場
横
）
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
市
街
地
の
拡
大
、

汚
水
処
理
、
悪
臭
対
策
な
ど
で
移
転
が
検

討
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
に
現
エ
場
が
建

設
さ
れ
、
同
年
九
月
に
は
四
十
万
俵
処
理

エ
場
と
し
て
操
業
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
を
境
に
耕
作
戸
数
、
面
積

が
減
少
し
、
最
盛
期
か
ら
半
減
し
ま
し
た

が
戸
当
り
面
積
は
拡
大
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
九
年
に
は
、
根
釧
、
斜
網
地
区
の

で
ん
粉
エ
場
再
編
事
業
検
討
会
が
設
置
さ

れ
、
検
討
を
重
ね
て
、
平
成
十
一
年
二
月

に
参
加
す
る
事
を
決
議
し
ま
し
た
。

最
後
の
操
業
と
な
っ
た
平
成
十
一
年
度

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
順
調
な
受
入
れ

と
な
り
、
三
十
四
万
九
千
俵
を
処
理
し
、

十
一
月
十
一
一
日
に
終
了
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。 馬
鈴
し
ょ
の
歴
史
と

で
ん
粉
工
場
の
経
過

５ 
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内
で
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
吸
収
か
Ⅲ
博
さ
れ
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
欠
乏
縦
の
一
Ｎ
に
な
り
ま

す
。篭
紫
の
過
剰
左
施
川
は
、
牧
埖
巾
の
タ

ン
パ
ク
唾
合
欣
の
琳
加
と
と
も
に
、
硝
駿

態
窒
兼
の
儒
械
を
も
た
ら
し
ま
す
。
将
に
、

述
効
性
の
崇
蕊
を
多
く
含
む
脈
・
ス
ラ
リ

ー
の
施
川
時
に
岡
搬
度
で
帯
検
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
（
炎
一
・
）
。
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鐸 中標津乳牛改良同志会ちょっとみみより|吉報
海
外
の
種
雄
牛
情
報

つ８イが木の率うメトす蝋をクＬＬト｜｜)ｑ侍ルィ米六壁の外公・
べて￣スミで炎にｆ[ｋイヘがの合し十パ位述のｌｎｌ、イド場フ極表二、

:譽鯲鷺iif卿す；灘鞠ｆ蝋上協lIMllf与野職｣,1海
’す合ス場「］して配イＨのをこ場スリ今能へり［１１うし｜をまイｉｊ外
ド゜指トしのておで１８ラ送れうしウ｜やカセカでンたル合しに種

塊一。ラiilliiiiiり礎ﾉﾄﾞ爵&満ii;鋤鵬郷陥；官鯵＃雄
は数

;鰯i鱒Ｉ鯨騨1黙
たで返ンスフくこ減ＤＣうでの〈－１．ル活スま率をは’すHIHょ改牛
の極りドトヘカ乳頭のＵ９ンすで、位ド雌オしも発肢ク，にう良が

で削哩':：ム駄憾M1耐８ギボuj＄,,j百キギ万難‘ね識［則
澱ビデ７Ｙ餓帝雛Fjii定内もＷｃいボグ゜すて乳〆がかき''『
ダ籾たが３９ス，１，シす_－タＴ外孔１９まツでるい勝イ呪あしなで

瀞喜蕊灘蛎鞠饗は時||ドクノ葱はる今

:flliiii1jllil礁縄llii鰯ﾄﾞ今湾：臓鰯灘

『P員

位雄ドでる’「
はノトル矢と改
他がフ版こ良
lI1いやしろ仁
がなスてで鵬
｢ＩＩＬ、トいすわ
めの｜るへる
てがムの過人
お呪以で」；途
l）状降；には
＿で、、てうホ
上、際しレツ
位Ｌ立かりト
ミＰつしユし
卜’た、１て
頭」２稲ルドい

〈アメリカ＞

ＴＰＩ＝３蛍l『11,t＋１脂|け１１ｔ＋１体型十().65乳器十().3511k蹄

今年８１jにはI､記のjmi)変災とな')ます。

Ｆ、ＴＰＩ＝５蛋''11,t＋２脂)MiM:＋１体型十().65乳勝十0.35肢蹄十ｌｘ〕Ｉｓ
ＮＭＳ＝（経済指数、ノヒ朧/i#命．体ﾎﾟlllIla）

維済指数＝（乳ｊｌｔ、脂肪ｊｌｔ、蚤｢ｌｊｌｔ）

☆蛍''１:１，ｔ：脂)|ﾉﾉ１，ｔの比率はり,1次の乳ll11iii暁法に難づき、脂|竹の比率をｲ汗人きぐします。

〈オランダ＞

ＤＰＳ＝ＩＮＥＴ＋1５(1)Ｕ－ｌ()0） 

ＩＮＥＴ＝-0.15乳llt＋２脂IMiIIt＋12篭｢lＩＩｔ

ＤＵ＝（'1与瀧埒命、ﾉﾉﾋj(1度、孔ﾉｶﾞ深さ、iii乳頭配'１'t、肢蹄、繁殖性、｜ｲ(；lllIa数）

☆オランダは１１上界に先駆け'１z雌が命を組み込んだ、Ｕを改良'1標にJiXI)入れ、'１錐が命を｣,１

本としたその他、’二挺６ＩI〔11の青|｢11i(lHiを集約しています。

☆l()年後には、ロボット搾乳が令体の5000を,】iめる)[L込みであり、部では①後乳虹の'191滴

を店げる②乳〃底[#iをjlLliiiから一定の問さに谷わせる改良に｣[<l)組んでいる。｜Ⅱ[れロボッ

ト搾乳川祁雄'卜も趣/'２か？

巾
ア
メ
リ
カ
八
頭
、
オ
ラ
ン
ダ
一
．
頭
）
人
‐

Ｎ
三
位
で
議
場
し
た
マ
ー
ク
ウ
エ
ル
ノ

ベ
ル
（
７
３
Ⅱ
２
６
８
１
）
も
、
所
行
は

カ
ナ
ダ
で
す
が
碓
膿
国
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。

し
か
し
、
カ
ナ
ダ
は
体
型
に
つ
い
て
は
狐

、
の
改
良
を
進
ん
で
き
た
戈
紙
が
あ
り
、

〈カナダ＞

Ｌ1,1＝［６（２脂肪I,(＋ｇ蛍｢11,t）＋４（５孔器-1-411k蹄十Ｉ決定iML点十1体砿）］ｘ７
ＴＥＶ＝［１０泌孔能ｿJ＋４災/(i性十1.5札)"雌康指数ｌｘ2６

腿ﾉlji''１１:＝（'Ei1l壽爆命-3.00）／().２４

乳腸lMLLi(指数＝（体細胞、搾乳速座、乳ﾉ"深さ）

1８ 



馴剛鰯削銅織鵬

を１１世はすのにな象いあとダjv1はよは
昨を】'１．結残デとてるながＩＭＩ、う゛9．、

r§|澱渋）補ﾄﾞ鍛肥Ｍ繩１１:生

鍾僻鯨鮮鮮騨艫
しＶと、′|昌統いそも率肢け昨らい′|ミ国
一、力Ｉ瀧なてれのが蹄てｆド廃まＩ艦の

乳総'1=ナｌｊど、らｂｉｉ)iや1Ｋ八川すノィ乳
'卜合派グ命をよの且１１〈￥Ｌり）］に･命’'二
改経;ﾊﾄがは分り過然、勝人よな'lzを改
良済命Ｌ導析艮去樹』'二にれりる曜取良
を評やＰかしぐの汰群火、オまソｊり機
'）Imi「ｲ〈Ｉれ、牛膨のに点ｌｉｉ１ｉうで命人関
ｌ－ｉＷｌ１とまそ俳人対おが)趣ンのとれで

今
後
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

ド
す
る
ア
メ
リ
カ
も
、
今
年
八
Ⅱ
よ
り
Ｔ

Ｐ
Ｉ
の
計
算
式
に
ネ
ッ
ト
メ
リ
ッ
ト
（
Ｎ

Ｍ
＄
）
と
い
う
健
康
指
数
を
組
み
込
み
、

艮
嫌
性
を
含
め
た
経
済
効
采
を
強
く
し
ま

し
た
。改良の成果を表彰

P領間し

第29回中標津乳牛改良同志会定期総会

鍵

役

＝ 

一二窪

Ⅱ=角

へ

今
後
、
肚
界
の
乳
牛
改

良
は
こ
の
惟
箙
寿
命
や
、

生
涯
〃
命
が
正
要
な
項
川

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

LJHifii:； 
Ⅱ 

#1狐 篝２Ⅱ 

Ｕ 
EＺ 

１
０
 

〕

平
成
十
二
年
度
中
標
瀧
乳
牛
改
良
同
志
会
第
二
十
几

Ⅲ
定
期
総
会
が
、
去
る
二
川
Ⅲ
Ⅱ
、
巾
標
瀧
川
腿
協
大

会
議
室
を
会
場
に
附
腸
支
部
の
斉
藤
一
笑
氏
を
議
艮
に

選
出
し
柵
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
蛎
に
光
だ
ち
平
成
十
一

年
度
雌
後
の
瓶
業
で
も
あ
り
、
ま
た
会
風
の
一
年
間
の

改
良
の
成
果
と
し
て
、
同
志
会
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
表
彰
に
二
代
エ
ク
セ
レ
ン
ト
獲
得
と
し
、

サ
ニ
ー
デ
ー
ル
牧
場
抑
肢
原
服
氏
へ
蝋
呈
さ
れ
ま
し
た
。

議
泰
で
は
事
業
報
告
、
計
画
な
ど
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
、
新
役
旦
に
会
長
久
保
剛
氏
、
副
会
腱
に
横
川
千

秋
氏
、
禰
村
稔
氏
が
、
濫
蛎
に
竹
村
聡
氏
、
福
嶋
信
博

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
征
命
さ
れ
ま
し
た
。
新
体
制
の
同
志
会

で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
心
か
ら
切
に
願
う
次
第
で
す
。

表１．種麹牛評価成績アメリカペース(海外種雄牛含む）
|頂位国ＮAAB＃名号父母の父ＴＰｌ
ｌＦＲＡ２２０ＨＯＯ９６００２５０ﾌｱﾀｰﾙユヅラベルスﾀｰﾊﾞｯｸ１９１８Ｍ

２USA122HOOOOO7ｸﾂｸｽﾊﾟﾚｰエアロホツドＥＴｴｱﾛｽﾀｰﾍ゛ﾙﾏﾝ１８１３

３NLDO97HOOOO76テルタウエブｽﾀｰＥＴｾﾙｼｱｽｻｳｽｳｲﾝﾄﾞ18081V’

４USAO29HOO8557ﾗｲｽｸﾚｽﾄフルツトＥＴﾍｰﾙｳｰﾄｰｻｳｽｳｲﾝﾄﾞ１７８０

５USAO29HOO8375ﾗｲｽｸﾚｽﾄｦﾝﾂＥＴルークｻｳｽｳｲﾝﾄﾞ１７６０

６NLDO97HOOOO60ｲﾀｿﾞﾝｱﾃﾞｲ”ＥＴﾏｳﾝﾃﾝｴﾙﾄン1746Ｍ
７USAO29HOO8343ワーテールコンﾋﾞﾝｻｰＥＴエルトンクレイタス１７４４

８USAOO7HOO6250ラスクしストエマーソンＥＴエルトンブラツクスター１７３６

９ＮＬＤＯ９７ＨＯＯＯＯＯ４５２８エタソツセルシアスＥＴヘルマンヘール１７３２

IONLDO97HOOOO73ﾃﾞﾙﾀﾍﾗﾙﾄﾞシ゛ﾔﾎﾞｯﾄｻｳｽｳｲﾝﾄﾞ16981vl

lIUSAO11HOO4563ﾎﾟﾂﾀｰｽｰﾌｲｰﾙFBWﾛﾝETﾍﾞﾙｳｰﾄﾞﾏｽｺｯﾄ1676 

I21TA206HOOOOO4ｷｬﾛﾙﾌﾟﾚﾘｭｰﾄﾞMﾄﾄETﾌﾞﾚﾘﾕｰﾌﾞﾗﾂｸｽﾀｰ1671Ⅳ 

１３ＵＳＡ0091.1002206ｸﾂｸｽﾉﾙｰｴｱﾛﾌﾟﾛﾝｽｰＥＴエアロスターヘ・ﾙﾏﾝ１６４１

１４１TA2IOHOOOOO60LMOﾌﾟﾚﾘﾕｰﾄｰﾄｳｺｰﾛＭＦフ･ﾘﾉﾕｰﾄﾞﾌｰﾗﾂｸｽﾀｰj6321y

l5USAOO1I-IOO5021へ~ｲｾﾝﾏｳﾝテンマジツクＴＣＧマウンテンリードマン163iＭ
１６ＵＳＡＯ１１ＨＯＯ４４００ﾃｰｲｸｼｰリーアローンＥＴルークﾏｽｺｯﾄ１６３０

１７USA1Zl2HOO1222ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞSﾙｰｸﾁﾔﾝﾌﾞETﾙｰｸﾌｰﾗﾂｸｽﾀ-1616 

Ｉ８ＮＬＤＯ９７ＨＯＯＯＯ７２デルタラーゴラヘ霞ルマスコットＩ６１５Ｍ

ｌ９ＵＳＡＯＯ７ＨＯＯ４６３７しﾃｰｲｰｽﾏﾅｰｳｲﾝﾃﾞｴｽﾀｰＥＴｴｱﾛｽﾀｰｸﾚｲﾀｽ１６１４
２０USAO29IlOO8490アートエーカースタンカーＥＴスローｶﾑｸﾚｲﾀｽ１６０９

ｸｯｸｽﾊﾟﾚｰｴｱﾛﾌﾞﾛﾝｽｰＥＴ 

ＯＬＭＯﾌﾟﾚﾘｭｰﾄｰﾄｩｺｰﾛMＦ 

ﾀｰｲｱﾓﾝﾄ-sルークチヤンブＥＴ

ﾃﾞルタラーゴ

FRAフランスITA・ｲﾀﾘｱＮＬＤｵﾗﾝﾀｰUSA:ｱﾒﾘｶ
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マ
マ
の
だ
。
）
が
大
好
き

紡
人

８
 

当
幌
地
区
竹
村
聡
・
靖
子
ざ
ん
ご
犬
変
－
．
－
次

〆

`￣ 

京
子
ち
ゃ
ん
（
・
蝿
一
一
ヵ
〃
）

里

Ｆ可

ママのおひざで大好きアイスをチュー「シ･ア･ワセ」

Ⅶ
帆
地
区
に
お
住
ま
い
の
竹
村
さ
ん
宅

の
三
姉
妹
の
末
っ
子
。
竹
村
ポ
ト
ち
ゃ
ん

が
今
月
の
ア
イ
ド
ル
。

航
ｒ
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
Ⅱ
、
風
邪
気
味

で
ち
ょ
っ
ぴ
り
元
気
が
な
い
様
ｒ
・
で
も
、

京
子
ち
ゃ
ん
は
、
マ
マ
に
だ
っ
こ
さ
れ
て

い
る
と
い
つ
の
間
に
か
、
ど
ん
ど
ん
沁
笂

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

い
つ
も
は
ど
ん
な
女
の
子
な
の
で
す
か

と
、
マ
マ
の
靖
卜
さ
ん
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

Pb=託
、

鱒
生

Ｉ･■ 

Nill 
Ｌ 

二､

「
と
っ
て
も
お
て
ん
ば
な
女
の
ｒ
な
の
よ
」

と
笑
っ
て
諦
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
私
が

牛
舎
に
行
っ
て
い
る
Ⅲ
、
お
姉
ち
ゃ
ん
達

と
お
澗
守
瀞
し
て
い
る
求
子
ち
ゃ
ん
は
、
冷

臓
脈
か
ら
ア
イ
ス
を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
、

や
部
た
べ
ち
ゃ
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」

と
の
躯
。
永
子
ち
ゃ
ん
の
お
て
ん
ば
ぶ
り

が
チ
ラ
シ
と
几
え
た
ね
。
そ
し
て
、
京
ｆ

ち
ゃ
ん
の
Ⅱ
い
も
の
を
食
べ
て
る
時
は
本

蛎
に
し
あ
わ
せ
そ
う
な
顔
で
し
た
。

ボ
ト
ち
ゃ
ん
に
は
、
二
人
の
お
姉
ち
ゃ

ん
が
い
る
ん
で
す
。
で
６
京
ｆ
ち
ゃ
ん
は
、

ま
だ
ち
い
ち
ゃ
い
か
ら
、
な
か
な
か
一
緒

に
遊
べ
な
い
と
か
。
「
大
き
く
な
っ
た
ら

二
人
一
緒
に
仲
良
く
遊
ぶ
子
供
達
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
す
マ
マ
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
京
子
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
尤

気
に
な
れ
る
魔
法
グ
ッ
ズ
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「
ミ
ラ
ク
ル
パ
ス
タ
オ

ル
ノ
・
」
な
ん
だ
っ
て
。
こ
れ
が
あ
る
と
ど
こ

で
も
安
心
し
て
ス
ヤ
ス
ヤ
眠
れ
ち
ゃ
う
ん

だ
っ
て
。
今
Ｈ
は
マ
マ
の
だ
っ
こ
と
バ
ス

タ
オ
ル
で
夢
兄
ご
こ
ち
の
成
子
ち
ゃ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
上
き
く
な
あ
れ
。

② 

’ 

お姉ちゃんと一緒にバンザーイ

110 



組
織
の
中
で
の

一
個
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
と
う

農協理事者との懇談会を終えて

中標津町農協青年部

部長岡苔Ｂ達也

きらたに術もとつわ企

てＡｌｊｉｌＩｊ･つ１１’'０１厘｜：各ｊＬが膿
いしｉｌＹい業爵し-文ま二１m

霊i露ｌｉｌｌ
ｏの人

、し

叢ｎ℃で騏鰹舟iilil

i11ii灘窯

I1llllill 
可

崔

篝
;｡、

が行１１：人今るきＩｒ１逆｜Ｍ１が｜｢１
噸政簡ｌｊも後部」'１１て鯨↑)↑で人瞬
すに会人、１１１ドいま鍵はきの
の川でｌＬリミの衿るつｌｉｌｲｨ〈Ｐ
です今た（「戯かなり公雛なＲ
あ゜後方委識らどののなつの
れ稀'１（二が１１のはの迩組場て為
ば１１つ良のＩｆ１Ｉ、遮胃織介きに
、のいい［'１上ＩｌｆｌｊＬが体もて始
りＪ減て゜にが爵が不Ilillノ'三おめ
部少のリミⅢ「ノくまﾄﾚ，ｌﾘ！がしりた
ｉｉな案行一切つま確複る、が
でどを委行でりしに雑の」【ｊイｌ２
ｌＩｌｉで膿、政あにた左化でイ12々
米ｆｉ脇と￣ろｋ１．つし（土部川,Ｌ
る｝[ｌ・畑の・すてて｡ｉ２襖

鍵晏竜
俵橋支部での懇談会

一ｉ
Ｉ 

－－司一蝿
を
企
川
す
る
な
り
、
へ
‐
後
の
〃
向
性
を

兄
血
し
た
〃
が
良
い
な
ど
の
締
し
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｉ.＞１１１， であｒ１な政かｉＬｉｌｒ体
た〃ｉＶ雌きり党く’''1：まと，!『イ|その
めい後ま、キ、がたいイドウド怠邑ｃ

験'ﾐｋ繊継惑雑Ｗｌｉｌ１ｌ

い,，蝿11鯉
をたＩｔ
ＩｌｉｆＩｌ１Ｌ 
Ｌｊｉい

，;iiiで一礼ま呰獣がこの’１１

げヤＩｆ、しあＩｌｈ１人１１〔しに,|；し人

iii趾iii艀上腔
ま様夜
す〃ｊＬｆ
ｏに〈<のし艇の

噂!；、菫ＩＦ話てで怠今旬

あでもものはｉｉＩｉ

環
境
催
倫
綱
堆
に
つ
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質
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原
料
馬
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し
ょ
生
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良
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製
品
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にｌＭ１１たこガリ鈴
噸作，i１１°・ト機し二
張発脈数のよ）］
つ腰細人導選こ
ての今の人別｜・
収た長１１｝に所几
りめのＭ『よ仁「１
組に挨にりお、
ん､拶よ、い午
で今でリ竣て前
欲［］ョ行１：、}
しをこ な式ｊｌｉ－
い契れわが鈴’1ﾙ
ｰ機か北倒しか
とにらま係よら
MtLliの し若選腸
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雪Ⅲ！‐痢凸
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五
月低
気
順
と
』
樋
乱
脈
が
交
皿
に
辿
り
、

犬
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
”

気
温
の
変
動
が
入
き
い
兄
込
み
で
す
（

や１１笂八四
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込ツ的Ｉ１ｉｌｌｌ｛’ノ＝可
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ⅧザlIL蝋'ｆ里
は、抑るは房き
Ⅱ,'ｉ人Ｉ１ＵＩで－リョな

ｉ職Iiiijl：
ぃホｌＩＩｉｌｆｌ二のに
兄｜」０］と抗辿

、
ニ
カ
川
側
の
降
水
牡
は
平
年
肱
で

し
ょ
う
。

三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
概
要

三
力
川
平
均
奴
淵
は
、
平
年
肱
の

可
能
性
が
人
き
く
、
そ
の
確
率
は
派

一
Ｕ
ａ
Ｄ
《
し
｛
１
．

Ｓ
力
目
予
報

■ 
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ゲームをまじえて

健康管理を学びました。

へ
Ｊ

農
協
熟
年
会
冬
期
研
修
旅
行
が
一
一
月
一
日
よ
り
一
一
一
日
ま
で
、
二
泊
三
日

の
日
程
で
斜
里
町
ウ
ト
ロ
・
知
床
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
風
な
み
季
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ゲームを交じえた健康管理研催

楽〈ち’）にでがあカポまれの染る雌地参
しの腿に命よ’''１ｉｌｉまいラｌＺしの’１’し腿セホ｜え｣(111′↑
み会Ｌｉ【終１１るりなたあオル［’た〃かくＬｊゼンテにＬｌＩｌｉ
にｉｌに「にビやわ、いケｋｌｌ・にら行イザタルク）、の

怡灘袰鮪ilW;ｆＢＥ蛾享'iL鰍人lji鱒|ｌ
い』'１'ししがゲ被ホ座．デハ宴ル砿ｵL研'1}ｲif,トルは

ｷﾞli鵜:蕊羅雛|鱗Ｍ
まも、、参らはまビウ場，ﾄﾉ，とにムｉ'1'ｉと｜ニス人

雲辮灘iii鱗蝋とにのルノi嵜入だ。イⅡグ’

趣
向
を
凝
ら
し
た
踊
り
や
歌
を
披
露

Ｖ 
Ｌ 

輻ｈ

皆さん)王自′さて結果は？

,,蝿；iii！
百

画

鱸
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人気のハッヒーポワリング|i4人が一同に揃った大要会
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ｌ径の ．のえ いく」ルノと１１１グ）

うな、（Ⅱ
ちど会Ａｌｉ

まノヒしばと
しに、ん愛

を
ソ

エ
キ

職員組合の雪健｢おじやる丸｣が準優勝に噸さ乱した
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ソ
写 写 毛咀毛⑭附け

第
十
一
一
回
開
陽
台
目
作
ソ
リ
大
会
が
二
月
一
一
十
日
、

開
陽
台
育
成
牧
場
内
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
暖
か
い
一
日
で
、
町
内

外
か
ら
小
中
学
生
の
部
、
｜
殻
の
部
と
計
一
一
十
六
台

の
ソ
リ
が
出
場
し
、
デ
ザ
イ
ン
や
ス
ピ
ー
ド
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

力
作
ぞ
ろ
い
の
ソ
リ
の
中
に
は
、
勢
い
あ
ま
っ
て

コ
ー
ス
か
ら
ず
れ
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
倒
す

る
ソ
リ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
観
客
か
ら
声
援

が
送
ら
れ
皆
さ
ん
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
試
乗
会
、

乗
馬
や
チ
ュ
ー
ブ
す
べ
り
、
宝
さ
が
し
、
餅
ま
き
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
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豪
快
な
滑
ぺ
り
で
爆
笑
の
連
続

=￣ 

練今’てス（年Ｉiビニ
まｉＷ年ⅡPl1いも々征さ）］１１；
たに初よ}」るし参〈１２れトイド
、ほめリはよま』Ⅱ行まｌｌＬＩ部
ヤデ１１ｋてで、うす勝なしⅡ武
さＩｌ１ｊス、天でががわた、雌
んでノス険し、減れ。ウ文
のしｌキにた参ってナ部
柵たボ|忠・加ていべの
り゜１場ま特きるツス
はドもれはて行スキ
とを空絶来少ｌｆキ]
てすい好ししで｜ツ
もるてのみ寂す場ア
豪人いスにしがで｜
快のてキしい、１１Ｍが

'~P、 青
年
部
武
佐
支
部
志
賀
章

協力して作っています

すてきな玉手箱の
完成です

女性部青葉会和紙エ芸教室

りまと司参１１{］てンとがjik
た米し充へｌⅢかいトスの今、後こ
い年たＩＪＭＣソ特けね人Ｌ笈’1'１農のⅡ
と１災・しクはていのにツ』はＭ１行＋

iii灘諦離
職鋼製・作いどし．

で
爆
笑
の
迎
統
で
、
楽
し
い
ス
キ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

求
年
も
笑
い
の
絶
え
な
い
、
楽
し
い
ス

キ
ー
ッ
ア
ー
を
叶
阿
－
）
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

IF罠

￣ 

立派に宗成し崖した
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第
十
二
回
理
事
会
の
経
過

八七六｛ｉｌ】LＩ二二一へ開ｌ)}’
約、い、、、い、雑、に、在、決催’１ビ
に灯てｌ１:北北て農に．|こつ’１面に平議場１１
つｉ[|］禰海海業つｉｉｆい成つ成事所時
いの店巡遊信い道て｜・い十項
てポ＄||ｉＩ高IVEⅡ１て共こて－，／’'１１２

諜逃ｆｋ醗済年イ'二標成
タのの述金辿度度津ト
ブム|ｉ後の脇の－１．’'1「ニ
ルｊ鰯配出会合月二農K１２
ｉｉｌリｌｌＩｈ透の併未）』協二

ｌ変墹／|｝にｉ皇末『'’１］
」Ｔ、
１１Ｌ 

器ス（こ［１登↑|：jil：定金こ
り契つに蝋う統例，讃１１
約いつ’１財制｜ヨ宝

スにていに勝計治
契ってっ調lIlillik

２月の組合曰誌

1日定例自治監査－３日
五ＩＪｕｌ＝＿へ十}ノＬ
、い、、参、るぴ、協処一に、策、
パて１１Ｍ総ＤⅡ平妥に新議分、つ家（１１K
イ業会解|｜成，Ｎｉｌ届た事に闘い蒜のｂＭｑ
プ人瀧２１１１．に成な項つ鈴て伝使｝
ラエのに二つ卜酪ｖいし染途一
イ授１］つ年い二農てよ病にイド
ンルザ畷い度て年帯選淘つ度
怠所にて乳度雌別汰い下
|h］契つＩｌ１１ｉ政鑛機ノ［て１９１
禍約い等策本へ肋酪
究協て婆・政’'’１全農
緒，談iiI1illlli策定iliII体
呆経Ⅱ格の安度衝
に過程に雌産の強
つに及脚立一道化
ぃつぴすｊｉｋの川ki1

物
の
今
後
に
つ
い
て

し
、
税
法
に
お
け
る
役
興
報
酬
嫌
の
取
扱
い

（
、
信
川
・
北
〈
済
店
加
の
琳
築
と
川
店
舗
処

３日酪農実習生受入協議会総会 て

４日乳牛改良同志会定期総会 〃句、

５日第４回酪農ヘルパー利用組合

役員会

第２回青年部役員選考委員会

９日第１１回青年部役員会

10日女性部青葉会和紙エ芸教室

１２日女性部三役会

第３回青年部役員選考委員会

16日第４回青年部レクリエーシヨ

ン委員会

１７日税対策委員会
八上六{［四三へ

て、、、の、飼、、ＩＦ、約、報に
１２と'三乳集農科祈舞業平に農告つ
崎乳製ｉｉＩ協のＰ１ｌ；に成つ業事い
屋′に１１Ａ結イｊ供１１につ卜い満項て
金曜１己果パ総Ｆよいこてイ|き、／
祉状場にルにトるてイ'二金
吏ルヒ・つクつウ被度ｉｉｉｌｌ
Ｈを仁牧いクいモピ,iｆ帯皮
千つ舎て’てｐ状厳改
続いのラコ況環，[芒
のて状シに境に
１Ｍ況等をつ終１１２
始にlｒ使いＭｉう
につ付１１]てｌ）葱
っい』|「し兄
ぃて業たス災

21日第５回青年部レクリエーシヨ

ン委員会

22日第９回青年部調査広報委員会

24日第３回青年部三役会

面､25日女性部支部長会識．役員選考

会議

26日第８回営農委員会

28日第９回生産委員会

29日第６回管理購買委員会

キミもＪｒに入らないかい？

中標津ジュニアホルスタインクラブでは、一緒に楽しく活

動する仲間を大募集中です。

Ｊｒでは､４月のスプリングスクールから１２月のウインタース

クールまで行事が盛りだくさんです。ボーリング大会、釣り

大会、パークゴルフ、じゃがいも植え体験、収穫祭、陶芸教

室、キャンプ、早来町で行なわれる共進会など、どれも親子

で参加できて、とっても楽しい行事ばかりですよ。

キミもＪｒに入っていっぱいお友達をつくろう／

入会を希望する方はＪＡ経営企画課まで‘２－３７２１お友迷がいっぱいできますよ
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懐し鬘古さ一投の孚真

弓
國
》
串
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客土の土取り場

人馬一体の筋肉労働でしたが､当時(昭

和40年代初期）は、それほど苦痛にも

思わず、競争で稼いだものでした。
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写真･文提供房川喜延氏
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